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ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

　
　
　
　
　
　

―
国
家
文
書
保
存
局
を
訪
問
し
て
―

宮
沢
千
尋　

は
じ
め
に

　

ベ
ト
ナ
ム
は
紀
元
前
か
ら
千
年
間
の
中
国
の
支
配
を
受
け
た
後
、
一
〇
世
紀
に
独
立
し
た
が
、
中
国
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
た
。

歴
代
王
朝
は
中
国
の
律
令
制
を
取
り
入
れ
、科
挙
を
行
い
、公
的
な
記
録
に
漢
字
を
使
用
し
た
。
一
三
世
紀
に
は
黎

レ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ヒ
ュ
ー

文
休
に
よ
っ
て
﹃
大

越
史
記
﹄
が
著
わ
さ
れ
︵
一
五
世
紀
初
頭
の
二
〇
年
間
の
明
に
よ
る
直
接
支
配
で
失
わ
れ
た
が
、
明
を
撃
退
し
た
黎
朝
の
下
で
、
再
び

﹃
大
越
史
記
全
書
﹄
が
編
纂
さ
れ
た
︶、
ま
た
漢
字
を
元
に
独
自
の
字
喃
︵
チ
ュ
ノ
ム
︶
文
字
も
作
ら
れ
、
民
間
文
学
が
花
開
い
た
。
現

在
で
も
、
民
間
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
族
譜
、
村
の
守
護
神
の
事
跡
が
書
か
れ
た
神
蹟
、
宗
教
の
経
文
、
地
理
風
水
の
書
や
さ
ま
ざ
ま
な

占
い
書
、
寺
社
の
碑
文
な
ど
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
人
類
学
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
古
文
書
の
存
在
を

無
視
し
て
研
究
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
の
侵
略
を
受
け
、
一
八
九
〇
年
代
に
植
民
地
支

配
が
確
立
し
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
行
政
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
直
轄
植
民
地
と
な
っ
た
南
部
︵
コ
ー
チ
シ
ナ
︶
以
外
の
、
北
部
︵
ト
ン
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キ
ン
︶、
中
部
︵
ア
ン
ナ
ン
︶
で
は
、
伝
統
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
と
併
存
し
た
。
そ
こ
で
は
、
公
文
書
は
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
系
統
で
は

主
に
フ
ラ
ン
ス
語
が
、
王
朝
の
行
政
系
統
で
は
漢
文
が
使
わ
れ
、
ク
オ
ッ
ク
・
グ
ー
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
ベ
ト
ナ
ム

語
も
用
い
ら
れ
た
。
高
温
多
湿
で
頻
繁
に
天
災
に
見
舞
わ
れ
、
戦
乱
も
多
い
と
い
う
厳
し
い
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

多
く
の
文
書
が
残
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
れ
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
三
日
、
私
は
、
日
本

で
唯
一
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
の
大
学
院
課
程
を
持
つ
、
学
習
院
大
学
の
代
表
団
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
内
務
省
国
家
文
書
保
存
局
、

国
家
文
書
保
存
局
第
一
セ
ン
タ
ー
、
第
三
セ
ン
タ
ー
と
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
知

見
や
筆
者
の
経
験
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
、
先
行
研
究
を
元
に
、
紹
介
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一　

現
在
の
国
家
文
書
保
存
局
の
体
制

　

現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
植
民
地
期
に
作
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
元
に
な
っ
て
い
る
。
松
尾
に
よ
れ

ば
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
国
家
文
書
保
存
局
第
一
セ
ン
タ
ー
の
前
身
は
、
ハ
ノ
イ
中
央
公
文
書
館
︵dépot central d'archives de H

anoi

︶

で
あ
る
。
一
九
一
八
年
に
、
前
述
の
ト
ン
キ
ン
、
ア
ン
ナ
ン
、
コ
ー
チ
シ
ナ
、
さ
ら
に
ラ
オ
ス
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連

邦
の
五
邦
そ
れ
ぞ
れ
に
公
文
書
館
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
ハ
ノ
イ
の
中
央
公
文
書
館
は
、
ト
ン
キ
ン
に
関
連
す

る
文
書
と
、植
民
地
中
央
政
府
で
あ
る
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
の
文
書
を
管
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
一
九
二
一
年
に
建
設
が
開
始
さ
れ
、

一
九
二
四
年
に
完
成
、
一
九
二
六
年
か
ら
正
式
に
活
動
を
開
始
し
、
一
九
四
五
年
の
時
点
で
、
所
蔵
す
る
文
書
は
二
五
万
九
〇
〇
〇
タ

イ
ト
ル
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
︵
松
尾　

一
九
九
五
：
三
三
︶。
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一
九
四
五
年
、
日
本
の
敗
戦
を
機
に
、
九
月
二
日
、
ハ
ノ
イ
で
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
が
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
︵
い
わ
ゆ
る
北
ベ
ト
ナ

ム
︶
の
独
立
を
宣
言
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
こ
れ
を
認
め
ず
、
一
九
五
四
年
ま
で
い
わ
ゆ
る
「
抗
仏
戦
」
が
続
い
た
。
前
述
の
ハ
ノ
イ

中
央
公
文
書
館
の
資
料
の
か
な
り
の
部
分
が
、
フ
ラ
ン
ス
が
建
て
た
親
仏
国
家
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
国
の
元
首
と
な
っ
た
阮
朝
最
後
の
皇

帝
バ
オ
ダ
イ
と
の
協
定
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
本
国
か
、
ベ
ト
ナ
ム
国
の
首
都
と
な
っ
た
サ
イ
ゴ
ン
に
移
管
さ
れ
た
︵
松

尾　

一
九
九
五
：
三
三
︶。

　

一
九
五
四
年
の
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
終
結
に
よ
っ
て
、
ハ
ノ
イ
中
央
公
文
書
館
は
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
首
相
府
文
書
管
理

局
の
管
轄
下
に
入
っ
た
︵
松
尾　

一
九
九
五:

三
三
︶。
ま
た
、
一
九
六
二
年
に
は
議
定102 /CP

に
よ
り
、
文
書
保
存
局
︵C

ục Lưu Trữ

︶

が
設
立
さ
れ
、
首
相
府
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︵
国
家
文
書
保
存
局
の
説
明
で
は
、
こ
の
年
を
以
て
、
現
行
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
制

度
が
確
立
し
た
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︶。
さ
ら
に
一
九
八
四
年
に
は
閣
僚
評
議
会
︵
日
本
の
内
閣
に
相
当
︶
議
定34 /H

Đ
B

T

が
出
さ
れ
、
文
書
保
存
局
は
閣
僚
評
議
会
に
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
九
二
年
か
ら
は
現
在
の
内
務
省
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た

︵http://w
w

w.luutruvn.gov.vn/Pages/

︶。

私
ご
と
に
な
る
が
、
筆
者
が
初
め
て
、
国
家
文
書
保
存
局
第
一
セ
ン
タ
ー
、
第
二
セ
ン
タ
ー
で
資
料
を
閲
覧
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
閣
僚
評
議
会
管
轄
下
か
ら
内
務
省
管
轄
下
へ
の
移
行
時
期
で
あ
っ
た
。
第
一
セ
ン
タ
ー
で
は
、
閲
覧
証
を
取
得
す
る
の
に
一
カ
月

か
か
り
、許
可
が
出
て
館
内
で
カ
ー
ド
を
繰
っ
て
、閲
覧
し
た
い
資
料
を
一
点
一
点
、申
請
書
︵
驚
い
た
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
っ
た
︶

に
書
き
込
み
、
提
出
し
て
待
つ
こ
と
二
週
間
あ
ま
り
、
申
請
し
た
資
料
が
全
て
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
不
許
可
に
な
る
こ
と
も
多

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
政
治
的
な
理
由
も
あ
る
が
、「
未
整
理
に
つ
き
、
閲
覧
に
供
せ
ら
れ
な
い
」
と
回
答
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ

っ
た
。
ま
た
、
閲
覧
を
申
請
し
た
資
料
を
複
写
す
る
た
め
に
は
改
め
て
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
も
全
て
が
許
可
さ
れ
る
と
は
限

ら
な
か
っ
た
。
当
時
は
閲
覧
許
可
、
複
写
許
可
に
つ
い
て
、
館
長
︵
そ
の
地
位
は
閣
僚
と
同
等
で
あ
る
と
説
明
を
受
け
て
い
た
︶
が
資



118

料
一
点
一
点
を
審
査
す
る
体
制
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
時
間
が
か
か
っ
て
当
然
だ
っ
た
︵
二
〇
一
〇
年
の
訪
問
で
は
、「
現
在
で
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
」
と
の
説
明
を
受
け
た
。
後
述
す
る
︶。
さ
ら
に
、
複
写
許
可
が
出
て
も
、
複
写
係
が
常
に
出
勤
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
か
っ
た
︵
一
九
九
〇
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
の
公
務
員
は
給
与
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
の
で
、
勤
務
時
間
内
に
ア
ル
バ
イ

ト
す
る
こ
と
が
公
然
と
認
め
ら
れ
て
い
た
︶
の
で
、
コ
ピ
ー
を
受
け
取
る
の
は
、
い
つ
も
閲
覧
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
寸
前
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
見
て
い
こ
う
。
前
述
の
と
お
り
、
現
在
、
国
立
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
管
理
す

る
の
は
、
内
務
省
の
国
家
文
書
保
存
局
で
あ
る
。
同
局
の
下
に
一
七
の
直
属
の
機
関
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
．
国
家
文
書
保
存
局
第
一
セ
ン
タ
ー
︵
所
在
地
：
ハ
ノ
イ
。
以
下
同
様
︶

　

現
在
の
館
員
数
は
七
五
人
で
、
六
割
が
大
学
卒
以
上
の
学
歴
を
持
つ
。
所
蔵
資
料
の
厚
さ
は
六
〇
キ
ロ
・
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
。

　

セ
ン
タ
ー
内
は
九
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
。
①
漢
文
・
字
喃
本
の
収
集
・
整
理
、
②
仏
語
資
料
の
収
集
整
理
、
③
資
料
公
開
、

④
閲
覧
、
⑤
検
索
シ
ス
テ
ム
、
⑥
保
存
、
⑦
警
備
、
⑧
行
政
部
門
、
⑨
防
災
の
各
部
門
で
あ
る
。

　

主
な
資
料
は
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
行
政
文
書
や
法
令
で
、
前
述
し
た
と
お
り
フ
ラ
ン
ス
が
サ
イ
ゴ
ン
や
本
国
に

移
管
せ
ず
、
ハ
ノ
イ
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
的
に
は
旧
ト
ン
キ
ン
︵
北
部
︶
の
も
の
が
多
い
。
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
統
治
機
構

の
最
末
端
で
あ
る
省
︵province

︶
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
、
特
に
ハ
ド
ン
︵H

à Đ
ông

︶
省
の
も
の
が
充
実
し
て
お
り
、
村
落
ご
と
の
人

口
調
査
報
告
、
歴
代
村
役
人
名
簿
、
居
住
地
地
図
、
人
頭
税
納
税
者
名
簿
、
税
台
帳
、
村
で
の
も
め
事
を
フ
ラ
ン
ス
統
治
機
関
に
訴
え

出
る
訴
状
な
ど
多
種
多
様
な
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
本
国
に
も
存
在
し
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
村
レ
ベ
ル

の
文
書
に
は
漢
文
の
も
の
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
検
討
し
た
松
尾
の
研
究
︵
松
尾　

一
九
九
八
、一
九
九
九
︶
が
あ
る
。
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ま
た
、
ハ
ノ
イ
に
は
前
述
の
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
統
治
機
関
の
中
央
政
府
と
も
言
え
る
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
が
置
か
れ
て
い

た
関
係
も
あ
り
、
ト
ン
キ
ン
だ
け
で
な
く
、
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
資
料
も
あ
る
と
い
う
。

　

漢
文
資
料
も
豊
富
で
、
特
に
貴
重
な
の
は
、「
阮
朝
︵
一
八
〇
二
―
一
九
四
五
年
。
筆
者
注
︶
硃
本
」
で
あ
る
。
硃
本
と
は
、
上
奏

文
に
対
し
て
、
皇
帝
が
朱
で
書
き
込
み
を
し
た
行
政
文
書
な
ど
を
指
し
、
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
生
の
資
料
で
あ
る
。
一
九
四
五
年

以
降
の
抗
仏
戦
、
抗
米
戦
で
消
失
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
に
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
市
の
旧
南
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
宮

殿
の
地
下
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ハ
ノ
イ
の
第
一
セ
ン
タ
ー
に
移
管
さ
れ
、
整
理
・
解
読
が
行
わ
れ
た
。

現
在
は
原
本
が
第
一
セ
ン
タ
ー
で
保
存
・
修
復
が
行
わ
れ
、
閲
覧
用
にC

D
-R

O
M

が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
一
セ
ン
タ
ー
で
は
閲
覧
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
仏
語
資
料
閲
覧
の
た
め
の
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
も
発
行
さ
れ
、PD

F

フ
ァ

イ
ル
で
公
開
さ
れ
て
い
る
︵
国
家
文
書
保
存
局
の
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ http://w

w
w.luutruvn.gov.vn/Pages/

︶︶
1
︵

。

　

ま
た
、
前
述
の
資
料
閲
覧
申
請
に
つ
い
て
だ
が
、「
行
政
改
革
」
の
結
果
、
閲
覧
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
よ
う
に
全
て
の
資

料
に
つ
い
て
館
長
の
許
諾
を
得
る
必
要
が
無
く
な
り
、
閲
覧
制
限
が
か
か
っ
て
い
な
い
資
料
で
あ
れ
ば
、
閲
覧
室
レ
ベ
ル
で
の
決
済
の

み
で
閲
覧
で
き
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

二
．
国
家
文
書
保
存
局
第
二
セ
ン
タ
ー
︵
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
市
︶

　

今
回
の
訪
問
は
ハ
ノ
イ
だ
け
で
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
市
の
第
二
セ
ン
タ
ー
は
直
接
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
前
述
の
松

尾
論
文
︵
一
九
九
五
︶
で
示
さ
れ
た
植
民
地
時
代
の
サ
イ
ゴ
ン
の
公
文
書
館
建
設
計
画
が
、
そ
の
後
実
行
に
移
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
残

念
な
が
ら
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
協
定
で
、
ハ
ノ
イ
の
中
央
公
文
書
館
の
大
量
の
資

料
が
サ
イ
ゴ
ン
に
移
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
九
二
年
に
筆
者
が
第
二
セ
ン
タ
ー
で
お
会
い
し
た
館
員
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の
方
が
、
一
九
五
四
年
に
ハ
ノ
イ
の
公
文
書
館
か
ら
サ
イ
ゴ
ン
に
移
り
、
公
文
書
館
で
働
い
た
と
回
想
し
て
い
る
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
時
代
と
の
つ
な
が
り
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
旧
南
ベ
ト
ナ
ム
政
権
下
で
、
公
文
書
館
が
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

現
在
、
第
二
セ
ン
タ
ー
で
は
植
民
地
時
代
の
南
部
の
資
料
、
ベ
ト
ナ
ム
国
、
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
、
南
ベ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
の
資

料
を
中
心
に
保
存
・
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
市
に
留
学
し
、
実
際
に
第
二
セ
ン
タ
ー
で
資
料
調
査
を
行
っ
た
大
野

美
紀
子
に
よ
れ
ば
、
第
二
セ
ン
タ
ー
の
資
料
の
特
色
は
、
仏
領
期
の
越
漢
史
料
、
仏
領
コ
ー
チ
シ
ナ
植
民
地
政
庁
時
代
の
行
政
文
書
、

ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
期
首
相
政
府
文
書
で
あ
る
と
い
う
︵
大
野　

一
九
九
六
：
一
二
︶。
越
漢
史
料
の
う
ち
、
フ
エ
の
王
宮
に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
書
籍
類
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
ゴ
・
デ
ィ
ン
・
ジ
エ
ム
︵
在
位
一
九
五
五
―
一
九
六
三
年
︶
政
権
下
で
文
化
担
当
顧
問
を
勤
め
ら

れ
、
ま
た
日
本
で
も
長
く
研
究
さ
れ
た
陳
荊
和
先
生
が
整
理
・
保
存
に
尽
力
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
火
を
避
け
る
た
め
サ
イ
ゴ
ン
の
公
文

書
館
の
管
轄
下
に
入
り
、
各
地
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
北
ベ
ト
ナ
ム
の
攻
勢
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
サ

イ
ゴ
ン
の
南
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
官
邸
の
地
下
に
収
め
ら
れ
た
︵
八
尾　

二
〇
〇
四
：
三
︶
現
在
、
第
一
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
て
い
る
硃

本
も
こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
一
九
七
五
年
三
月
に
大
攻
勢
を
か
け
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
を
武
力
で
解
放
す
る
作
戦
を
開
始
し
た
北
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
は
、

占
領
地
の
南
ベ
ト
ナ
ム
側
の
公
文
書
の
収
集
・
保
存
が
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
。﹃
ベ
ト
ナ
ム
国
家
保
存
事
件
年
表
﹄︵C

ục 

V
ăn Thư và Lưu Trữ N

hà N
ước  

二
〇
〇
七PD

F

版http://w
w

w.1 .archives.gov.vn/45 nam
/Program

/Trang1 .asp

︶
に
よ
れ
ば
、
す
で

に
一
九
七
四
年
一
月
一
八
日
、︵
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
で
南
ベ
ト
ナ
ム
政
権
が
崩
壊
す
る
一
年
二
カ
月
半
前
︶
南
北
を
分
け
る
北
緯
一
七
度

の
軍
事
境
界
線
、
す
な
わ
ち
最
前
線
に
あ
る
ク
ア
ン
チ
省
の
「
傀
儡
政
権
」
下
の
各
機
関
が
保
存
し
て
い
る
資
料
の
接
収
に
関
す
る
保

存
局
︵
当
時
は
首
相
府
所
属
︶
の
報
告
が
、
首
相
府
宛
に
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
の
直
後
の
一
九
七
五
年
五
月
に
は
、
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南
部
工
作
団
の
副
局
長
か
ら
保
存
局
長
に
、
米
国
や
「
傀
儡
政
権
」
の
資
料
接
収
と
保
管
に
関
す
る
公
電
が
送
ら
れ
、
七
月
一
〇
日
に

は
保
存
局
長
が
、
南
部
で
の
保
存
工
作
に
つ
い
て
首
相
府
に
報
告
し
て
い
る
。
な
お
同
日
、
サ
イ
ゴ
ン
で
は
軍
事
管
理
委
員
会
が
「
傀

儡
政
権
の
文
書
庫
接
収
」
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
て
い
る
︵C

ục V
ăn Thư và Lưu Trữ N

hà N
ước

二
〇
〇
七　

八
―
一
〇
︶。

　

翌
一
九
七
六
年
七
月
一
日
に
南
北
が
統
一
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
が
成
立
す
る
が
、
そ
の
前
後
か
ら
現
体
制
下
で
の

公
文
書
館
設
立
の
動
き
が
始
ま
る
。
一
九
七
六
年
六
月
三
〇
日
、
南
ベ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
主
席
府
は
決
定30/Q

Đ
-76

を
施
行
し
、

文
化
通
信
省
の
文
書
庫
を
北
ベ
ト
ナ
主
席
府
保
存
所
に
事
業
委
託
し
た︶

2
︵

。
陥
落
直
後
に
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
名
前
を
改
め
た
ホ
ー
・
チ
・

ミ
ン
市
に
「
第
二
中
央
保
存
庫
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
、
保
存
局
が
直
接
管
理
す
る
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
︵
首
相
府
決
定252 /B

T

。

一
九
七
六
年
一
一
月
二
九
日
︶。
さ
ら
に
、
一
二
月
一
七
日
に
は
、
保
存
局
長
が
第
二
中
央
保
存
庫
の
職
能
、
任
務
、
権
限
、
組
織
の

機
構
を
定
め
た
︵C

ục V
ăn Thư và Lưu Trữ N

hà N
ước  

二
〇
〇
七　

一
〇
︶。

　

政
権
党
で
あ
る
共
産
党
︵
一
九
七
六
年
一
二
月
ま
で
の
正
式
名
称
は
労
働
党
︶
の
動
向
も
見
逃
せ
な
い
。
同
年
一
一
月
二
〇
日
に
は
、

党
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
書
記
局
の
指
示242 -C

T/TW

に
お
い
て
、
旧
南
ベ
ト
ナ
ム
政
権
の
保
存
資
料
の
管
理
・
使
用
に
関

す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
翌
一
九
七
年
一
月
二
四
日
に
は
、
首
相
府
が
南
部
各
省
の
事
務
部
門
を
招
集
し
、
書
記
局
指
示
の
徹
底
を

図
る
会
議
を
開
催
、
五
月
一
日
に
は
旧
南
政
権
の
保
存
資
料
の
集
中
的
管
理
・
使
用
に
つ
い
て
、
書
記
局
指
示
施
行
の
ガ
イ
ド
・
ラ
イ

ン
を
出
し
て
い
る
︵C

ục V
ăn Thư và Lưu Trữ N

hà N
ước  

二
〇
〇
七　

一
〇
︶。
党
の
方
針
が
、
政
府
の
施
策
に
強
く
影
響
を
与
え
て

い
る
。
以
上
、
文
献
資
料
に
よ
っ
て
第
二
セ
ン
タ
ー
設
立
の
沿
革
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
も
私
ご
と
で
あ
る
が
、
筆
者
が
留
学
中
、
一
九
九
二
年
の
二
月
に
同
セ
ン
タ
ー
を
資
料
調
査
の
た
め
に
訪
れ
た
時
、
応
対
し
て

く
だ
さ
っ
た
老
年
の
館
員
の
方
の
経
歴
に
驚
い
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
方
は
も
と
も
と
ハ
ノ
イ
の
中
央
公
文
書
館
の
館
員
で
あ
っ
た

が
、
一
九
五
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
よ
る
南
北
分
断
で
サ
イ
ゴ
ン
に
移
っ
て
、
現
政
権
と
敵
対
す
る
サ
イ
ゴ
ン
政
権
管
轄
下
の
公
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文
書
館
員
と
し
て
働
き
、
一
九
七
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
も
現
政
権
の
下
で
館
員
と
し
て
働
い
て
い
た
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

そ
の
よ
う
な
運
命
を
た
ど
ら
れ
た
の
か
、
一
切
語
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
勧
善
懲
悪
と
い
う
単
純
な
発
想
で
は
割
り
切

れ
な
い
複
雑
な
側
面
を
垣
間
見
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
今
は
、
と
う
に
引
退
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
思
う
。
お
元
気
だ
ろ
う
か
。

三
．
国
家
文
書
保
存
局
第
三
セ
ン
タ
ー
︵
ハ
ノ
イ
︶

　

一
九
九
五
年
六
月
一
〇
日
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
の
館
員
数
は
一
二
〇
人
。
一
九
四
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
成
立
後
の
ベ
ト

ナ
ム
語
の
資
料
を
中
心
に
保
存
・
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
関
連
す
る
資
料
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
九
四
五
年
以
前
の
資
料
で

も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
収
集
さ
れ
て
い
る
資
料
の
地
域
も
ベ
ト
ナ
ム
全
土
に
及
ぶ
。
抗
仏
戦
期
︵
一
九
四
六
―
一
九
五
四
年
︶
に
南
部

抗
戦
委
員
会
が
置
か
れ
た
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
地
域
の
資
料
も
豊
富
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
厚
さ
は
一
三
キ
ロ
・

メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
も
及
ぶ
。
政
府
や
行
政
機
関
の
資
料
だ
け
で
な
く
、
政
治
家
や
文
化
人
な
ど
の
個
人
の
資
料
も
収
集
し
て
い
る
。

資
料
形
態
も
写
真
、
動
画
な
ど
多
岐
に
渡
る
。
所
蔵
庫
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
写
真
の
整
理
方
法
な
ど
に
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ

た
。

四
．
国
家
文
書
保
存
局
第
四
セ
ン
タ
ー
︵
ダ
ラ
ト
︶

　

阮
朝
期
の
木
版
や
、
中
南
部
ク
ア
ン
チ
省
か
ら
ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン
省
お
よ
び
中
部
高
原
地
域
の
王
朝
期
・
仏
領
期
・
社
会
主
義
共
和
国

期
の
各
機
関
、
中
央
組
織
、
個
人
の
資
料
の
保
存
・
整
理
を
行
う
。

　

こ
の
他
に
、
財
政
計
画
室
、
文
書
保
存
業
務
室
、
地
方
文
書
保
存
業
務
室
、
組
織
幹
部
室
、
文
書
保
存
監
査
室
、
国
家
文
書
保
存
室
、
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国
際
協
力
室
、
国
家
資
料
保
存
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー
、
文
書
・
保
存
科
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
セ
ン
タ
ー
、
情
報
学
セ
ン
タ
ー
、

資
料
保
存
修
復
複
製
セ
ン
タ
ー
、
中
央
文
書
保
存
中
級
学
校
、
紀
要
﹃
ベ
ト
ナ
ム
文
書
保
存
雑
誌
﹄
の
部
門
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
︵
局
員
の
方
の
お
話
を
元
に
、
前
述
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
参
照
し
て
適
宜
補
っ
た
︶。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
前
述
の
と
お
り
、
記
録
を
残
す
国
民
性
が
あ
る
︵
現
人
口
の
約
九
〇
％
を
占
め
る
べ
ト
族
に
限
ら
ず
、
中
国
と
の
国
境

地
帯
に
住
む
山
岳
少
数
民
族
や
、
交
易
国
家
と
し
て
栄
え
た
チ
ャ
ム
族
な
ど
も
豊
富
な
文
字
記
録
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
字
を
持

た
な
い
民
族
に
も
豊
富
な
口
頭
伝
承
が
あ
る
。︶
が
、
現
在
で
も
国
家
レ
ベ
ル
で
の
公
文
書
保
存
の
動
き
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
に
驚
い

た
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
あ
っ
た
。
人
類
学
者
と
し
て
は
「
先
進
国
／
途
上
国
」
と
い
う
枠
組
み
で
考
え
る
こ
と
を
極
力
し
な
い

つ
も
り
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
無
意
識
の
う
ち
に
そ
の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
公
文
書
の
保
存
に
関
し
て

は
、
日
本
の
国
立
公
文
書
館
が
一
九
七
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、「
ベ
ト
ナ
ム
＝
先
進
国
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ベ
ト
ナ
ム
が
本
格
的
に
公
文
書
保
存
の
た
め
に
制
度
を
整
備
し
始
め
た
の
は
、
一
九
六
二
年
、
筆
者
が
生
ま
れ
た
年
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
以
前
に
も
、
南
北
が
分
断
さ
れ
て
対
立
す
る
状
況
の
中
で
、
公
文
書
の
保
存
が
行
わ
れ
て
き
た
。
前
述
の
南
部
抗
戦
期
の
資
料
が
ハ

ノ
イ
に
あ
る
の
も
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
︵
一
九
五
四
年
︶
で
、
南
北
の
支
持
者
が
双
方
の
側
に
引
き
上
げ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
結
」
の

際
、
苦
労
し
て
公
文
書
そ
の
他
の
資
料
を
ハ
ノ
イ
に
運
ん
で
き
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は
国
家
レ
ベ
ル
の
公
文
書
館
だ

け
で
な
く
、
地
方
行
政
レ
ベ
ル
の
公
文
書
館
も
数
多
く
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
若
干
の
情
報
を
得
た
の
で
、
そ
こ
で
は
た
ら
く
幹

部
︵cán bộ  

こ
の
語
は
日
本
語
で
言
う
「
幹
部
候
補
生
」
な
ど
と
は
違
っ
て
、
中
華
人
民
共
和
国
で
使
わ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
な
意
味

で
あ
り
、
直
訳
が
難
し
い
が
、
国
家
公
務
員
の
よ
う
な
意
味
と
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
︶
を
養
成
す
る
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
学
科
と
の
交
流
の
な
か
で
触
れ
た
い
。
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二　

ハ
ノ
イ
国
家
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
科

　

正
式
名
称
は
、「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
及
び
事
務
管
理
学
科
」
で
あ
る
。
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
は
も
と
も
と
一
九
四
五
年
に
設
立
さ
れ
た

多
学
部
・
多
学
科
か
ら
な
る
、
ベ
ト
ナ
ム
で
い
う
と
こ
ろ
の
総
合
大
学
︵university

︶
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
で

は
人
文
社
会
学
系
の
諸
学
部
か
ら
成
る
国
家
人
文
社
会
大
学
と
自
然
系
の
諸
学
部
か
ら
成
る
国
家
自
然
科
学
大
学
、
外
国
語
大
学
、
経

済
大
学
、
教
育
大
学
、
技
術
大
学
や
い
く
つ
も
の
研
究
院
を
も
含
む
一
大
教
育
拠
点
に
な
っ
て
い
る
︵http://w

w
w

.vnu.edu.vn/

︶。

　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
科
は
現
在
、
国
家
社
会
人
文
大
学
に
属
し
て
い
る
。
設
立
は
一
九
六
七
年
で
、
当
時
は
歴
史
学
科
の
一
部
門
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
九
六
年
六
月
に
史
学
科
か
ら
独
立
し
て
、
一
学
科
と
な
っ
た
。
一
九
九
七
年
一
二
月
か
ら
、
現
在
の
名
称
に
変
わ

っ
た︵http://ussh.edu.vn/faculty-office-m

anagem
ent/1740

︶。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
科
は
他
の
大
学
に
も
あ
る
が
、学
士
・

修
士
・
博
士
課
程
を
備
え
て
い
る
の
は
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
学
科
の
規
模
は
、
専
任
・
兼
任
合
わ

せ
て
教
員
数
が
三
〇
人
以
上
、
四
年
間
フ
ル
タ
イ
ム
で
学
ん
で
卒
業
す
る
正
規
の
学
生
は
四
〇
〇
人
、
社
会
人
が
一
定
期
間
働
い
て
、

入
学
資
格
を
得
て
、
大
学
に
入
学
し
て
勉
強
す
る
い
わ
ゆ
る
「
在
職
」
と
言
わ
れ
る
学
生
が
三
〇
〇
人
の
計
七
〇
〇
人
い
る
。
ま
た
、

旧
史
学
科
の
一
部
門
以
来
の
学
士
号
取
得
者
は
六
〇
〇
〇
人
、
修
士
は
一
〇
〇
人
に
も
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
大
量

の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
養
成
し
て
き
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
情
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
前
述
し
た
国
家
級

の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
他
に
、
地
方
に
も
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
あ
り
、
そ
こ
で
働
く
専
門
家
を
養
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
方

大
学
に
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
科
も
無
く
、
教
員
も
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
ハ
ノ
イ
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
教
員
が
地
方
に
出

向
き
、
短
期
間
の
養
成
コ
ー
ス
を
開
い
て
教
え
て
き
た
。
こ
の
成
果
が
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
層
の
厚
さ
を
も
た
ら
し
た
背
景
と
な
っ
て

い
る
と
筆
者
は
推
察
す
る
。
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ま
た
、
そ
の
多
く
が
ハ
ノ
イ
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
専
攻
出
身
者
で
あ
る
国
家
文
書
保
存
セ
ン
タ
ー
と
、
ハ
ノ
イ
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

学
専
攻
と
の
密
接
な
関
係
も
特
徴
的
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
大
学
の
学
部
・
大
学
院
と
、
国
家
の
研
究
院
の
二
系
統
で
研
究
お
よ

び
教
育
が
行
わ
れ
る
が
、
学
部
と
、
そ
の
成
員
の
多
く
は
学
部
の
出
身
者
か
ら
成
る
は
ず
の
研
究
院
と
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
と
は
一

概
に
言
え
な
い
面
が
あ
る
。
そ
の
点
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
に
関
し
て
は
、
文
書
保
存
局
長
か
ら
「
ハ
ノ
イ
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
科
は
、

我
々
に
と
っ
て
人
材
を
育
成
し
て
く
れ
る
場
で
あ
る
」
と
の
発
言
が
聞
か
れ
た
し
、
前
述
の
各
セ
ン
タ
ー
の
館
員
が
大
学
で
講
義
を
持

っ
た
り
、
個
人
的
に
卒
業
論
文
の
指
導
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
学
生
が
国
家
文
書
保
存
セ
ン
タ
ー
に
見
学
に
行
く
こ
と

も
あ
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
に
関
す
る
限
り
、
大
学
教
育
と
現
場
と
の
関
係
は
良
好
で
、
人
材
養
成
に
お
い
て
も
相
互
の
助
け
合
い
が

行
わ
れ
て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

終
わ
り
に

　

わ
ず
か
一
日
と
い
う
短
い
時
間
で
あ
っ
た
が
、
文
書
保
存
局
と
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
の
ご
協
力
を
得
て
、
成
果
の
多
い
訪
問
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
私
は
現
在
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹃
戦
時
期
日
本
の
ア
ジ
ア
研
究
と
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
﹄︵
研
究
代
表
者
・
武
内
房
司
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授
︶
の
一
員
と
し
て
、
戦
前
・
戦
中
に
大
川
周
明
が
外
務
省
、
陸
軍
、
満
鉄

の
援
助
で
設
立
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
大
川
塾
」
関
係
者
の
日
記
の
整
理
・
解
読
、
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
が
、
私
の

本
来
の
研
究
領
域
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
で
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
橋
渡
し
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
い

へ
ん
喜
ば
し
く
思
っ
た
。
同
時
に
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
が
、
お
互
い
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
な
が
ら
発
展
し
て

い
く
可
能
性
を
強
く
感
じ
た
。
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今
回
の
学
習
院
大
学
代
表
団
に
お
加
え
く
だ
さ
っ
た
学
習
院
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
の
諸
先
生
方
に
厚
く
お
礼
を
申
し
述
べ
る

と
と
も
に
、
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
か
ら
の
第
一
一
回
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
大
会
直
前
の
慌
た
だ
し
い
時
期
に
、
訪
問
を
実
現
し
て
く

だ
さ
っ
た
ヴ
ゥ
・
テ
ィ
・
ミ
ン
・
フ
オ
ン
︵V

ũ Thị M
inh H

ương

︶
局
長
、
国
際
室
の
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ガ
ー
︵N

guyễn Thị N
ga

︶
さ
ん
、

ハ
ノ
イ
大
学
の
畏
友
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
キ
ム
︵N

guyễn V
ăn K

im

︶
副
学
長
、
ヴ
ゥ
・
テ
ィ
・
フ
ン
︵V

ũ Thị Phụng

︶
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
学
及
び
事
務
管
理
学
科
長
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
協
力
が
発
展
す
る
こ

と
を
、「
文
献
資
料
好
き
の
人
類
学
者
」
と
し
て
、
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

︹
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。
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家
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書
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じ
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か
な
い
。
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